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詐欺に注意しましょう
サ ギ

【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

平成29年（2017年）５月１日現在
前月比

人口 …… 87,785人 （＋258人）
男  …… 45,659人 （＋169人）
女  …… 42,126人 （＋89人）

世帯 …… 39,964世帯 （＋260世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
第２期八潮市地域福祉計画を策定／後期高齢者医
療保険料の軽減措置の変更� ●❷
介護保険制度のお知らせ� ●❸
情報公開制度・個人情報保護制度の�
実施状況／夏のスポーツ教室� ●❹
平成２８年度下半期財政状況の公表� ●❺

おしらせHOTコーナー�
案内・催し・募集� � 6～9
７月各種無料相談／８４０伝言板� ●⓫
八潮市まちの景観と空家等の対策に関する協
定の締結／はぴベジ博・スタンプラリー開催
／新規参加者募集やしお毎日１万歩運動／いき
いきやしお写真館� ●⓬

　
５
月
20
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
中
、
八
條
北
小
学
校
で
、
八
條
中
学
校
と
八
條
北
小
学
校
の
合
同
運
動
会
・

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
同
運
動
会
・
体
育
祭
で
は
、
小
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
加
え
、
合
同
で
の
応
援
合
戦
や
リ
レ
ー
、
保
護
者

・
地
域
の
方
を
交
え
た
八
潮
音
頭
や
大
玉
転
が
し
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

物
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
☎
奮
３
９
８

小
中
合
同
運
動
会
・
体
育
祭

〜
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
彩
る
小
中
一
貫
教
育
〜

小学生と中学生が手をつないで入場

小学生
玉入れ

中学生 みんなでJump

小中学生合同
応援合戦

小中学生・保護者・地域の方合同
大玉転がし

　小中学校の垣根を越え、小中学校9
年間を見通した系統性・継続性のある
学習指導・生徒指導などを行い、児童
生徒の学力・体力の向上と豊かな心の
醸成を目指すものです。

　合同運動会・体育祭では、年齢の異
なる児童生徒との関わりから、自他を
認め、尊重する心を育てるなど「児童
生徒の豊かな心の育成」に加え、「教
職員のつながり」や「保護者・地域と
の連携」を目指しています。

小中一貫教育とは…
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

　
市
で
は
、
平
成
２９
年
度
か
ら
３３
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
期
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
と
い
っ
た
対
象
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
新
た
な
問
題
や
多
様
化
す
る

地
域
福
祉
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
基
本
的
な 

考
え
方
　
　
　
　

　
市
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
は
市
民
で
あ
り
、
そ
の
市
民
と

行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
」
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
方

を
踏
ま
え
、
地
域
福
祉
を
組
織
的

に
支
え
て
い
く
町
会
・
自
治
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
・
商
工
関
係
団
体
な
ど
の
活

動
団
体
、
福
祉
事
業
者
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
教
育
機
関
や
医

療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
行
政
な
ど
、
地
域

福
祉
活
動
を
担
う
各
主
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
相
互
に

補
完
し
合
い
な
が
ら
「
協
働
」
を

図
る
こ
と
で
地
域
の
課
題
を
と
も

に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
の
将
来
像

将
来
像

　
人
と
地
域
の
絆
を
大
切
に

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
い
き

い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち

　「
人
と
地
域
の
絆
」
に
は
、
ふ

れ
あ
い
や
支
え
合
い
の
結
果
生
ま

れ
る
人
と
人
、
人
と
地
域
の
結
び

つ
き
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
安
心
」「
い
き
い
き
と

し
た
生
活
」
に
は
、
す
べ
て
の
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
か
つ
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
共
通
理
念

共
通
理
念

　
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
協
働
し
、
福
祉
の

力
を
高
め
る
地
域
づ
く
り

　
共
通
理
念
は
、
地
域
福
祉
の
将

来
像
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
本

と
な
る
考
え
方
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
共
通
理
念
を
福
祉

３
計
画
（「
八
潮
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
」

「
八
潮
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」「
八
潮
市
障
が
い
者

行
動
計
画
・
八
潮
市
障
が
い
福
祉

計
画
」）
の
共
通
理
念
と
し
て
、

下
図
の
と
お
り
位
置
付
け
ま
す
。

基
本
目
標
と
施
策
体
系

　
本
計
画
で
は
、「
絆
づ
く
り
」「
人

づ
く
り
」「
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
す
え
、

そ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

基
本
目
標
１
【
絆
づ
く
り
】

と
も
に
手
を
携
え
互
い
に
支

え
合
う
地
域
づ
く
り
の
推
進

１
、
地
域
に
お
け
る
絆
づ
く
り
の

推
進

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

②
地
域
に
お
け
る
新
た
な
相
互
支

援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

基
本
目
標
２
【
人
づ
く
り
】

地
域
福
祉
意
識
の
高
揚
と
地

域
福
祉
を
支
え
る
担
い
手
づ

く
り
の
推
進

１
、
地
域
福
祉
意
識
の
高
揚

①
地
域
福
祉
に
対
す
る
意
識
の
啓

発２
、
地
域
福
祉
を
担
う
人
材
と
活

動
団
体
の
育
成
・
支
援

①
地
域
福
祉
を
担
う
人
材
の
育
成

と
そ
の
た
め
の
支
援

②
地
域
福
祉
を
担
う
活
動
団
体
の

育
成
と
そ
の
た
め
の
支
援

基
本
目
標
３
【
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
づ
く
り
】

安
全
に
安
心
し
て
生
き
が
い

を
持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
推
進

１
、
地
域
に
お
け
る
包
括
的
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

①
市
民
の
権
利
擁
護
の
充
実

②
様
々
な
福
祉
課
題
に
対
す
る
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実

③
地
域
生
活
を
支
え
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
連
携
体
制
の
充
実

２
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
孤
立

防
止
対
策
の
推
進

①
地
域
に
お
け
る
社
会
的
孤
立
防

止
対
策
の
推
進

３
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参

加
・
参
画
の
促
進

①
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
活
す
る

た
め
の
社
会
参
加
・
参
画
の
促
進

４
、
新
た
な
社
会
問
題
解
決
の
施

策①
生
活
困
窮
者
（
子
ど
も
の
貧
困

を
含
む
）
支
援
対
策
の
推
進

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
の

推
進

八潮市地域福祉計画

新たな社会問題解決の施策
・生活困窮者
　（子どもの貧困を含む）
・災害時要援護者

個別計画の課題解決に
資する施策

地域福祉推進の
基盤・環境整備の施策

共通理念

第５次八潮市総合計画

その他の
関連計画

ほか

国の法律・関連計画
県の関連計画

八
潮
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画

八
潮
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

八
潮
市
地
域
防
災
計
画

八潮市社会福祉協議会

八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画

八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・

八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画

八
潮
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

物
社
会
福
祉
課
☎
奮
３
１
６

図

第
２
期
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
措
置
の
変
更

軽減割合 同一世帯内の被保険者および世帯主の平成２８年中の総所得金額等の合計額 軽減後の均等割額

９ 割 【基礎控除額（３３万円）】以下で、同一世帯内の被保険者全員が年金収
入８０万円以下（他の各種所得なし）の世帯 ４,２００円/年

８.５割 【基礎控除額（３３万円）】以下の世帯 ６,３１０円/年

５ 割
【基礎控除額（３３万円）＋２６.５万円×世帯の被保険者数】以下の世帯

↓
【基礎控除額（３３万円）＋２７万円×世帯の被保険者数】以下の世帯

２１,０３０円/年

２ 割
【基礎控除額（３３万円）＋４８万円×世帯の被保険者数】以下の世帯

↓
【基礎控除額（３３万円）＋４９万円×世帯の被保険者数】以下の世帯

３３,６５０円/年

所
得
割
額
の
軽
減
措
置

　「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
※
」
が
５８
万
円
以
下
の
方
に
対

す
る
所
得
割
額
の
軽
減
措
置
が
段

階
的
に
縮
小
・
廃
止
さ
れ
ま
す
。

所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の�

�

軽
減
措
置

　
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
が
平
成

２９
年
度
か
ら
左
表
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。 物

国
保
年
金
課
☎
奮
８
３
５

　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０４８
・
８３３
・
３
１
２
０

※
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
」
と
は
…
平
成
２８
年
中
の
総
所

得
金
額
お
よ
び
株
式
・
土
地
・
建

物
な
ど
の
譲
渡
所
得
金
額
並
び
に

山
林
所
得
金
額
等
の
合
計
額
か
ら

基
礎
控
除
額
（
３３
万
円
）
を
控
除

し
た
額
の
こ
と
で
す
（
株
式
の
譲

渡
所
得
金
額
等
は
、
所
得
の
申
告

を
し
た
場
合
、
計
算
の
対
象
と
な

り
ま
す
）。

平
成
２８
年
度
…
５
割
軽
減

⬇

平
成
２９
年
度
…
２
割
軽
減

⬇

平
成
３０
年
度
…
軽
減
な
し

被
用
者
保
険
の�

�

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
、
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
均

等
割
額
の
軽
減
措
置
が
段
階
的
に

縮
小
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
所
得
割

額
は
引
き
続
き
か
か
り
ま
せ
ん
。

平
成
２８
年
度
…
９
割
軽
減

⬇

平
成
２９
年
度
…
７
割
軽
減

⬇

平
成
３０
年
度
…
５
割
軽
減

⬇

平
成
３１
年
度
以
降
…
加
入
後
、

２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
は
５

割
軽
減（
そ
の
後
は
軽
減
な
し
）
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覆
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
40
歳
か

ら
64
歳
の
方
は
特
定
疾
病
が
原
因

で
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
と

な
っ
た
方

①
申
請

　
長
寿
介
護
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民
生
委
員
な

ど
の
代
行
可
）。

※
認
定
の
結
果
が
出
る
ま
で
、
申

請
後
１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

す
ぐ
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

場
合
は
市
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
審
査
・
判
定

　
市
の
要
介
護
認
定
調
査
員
が
自

宅
を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
か
ら
主
治

医
に
意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
医
療

・
保
健
・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成

す
る
介
護
認
定
審
査
会
が
介
護
や

支
援
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
か
否

か
、
介
護
や
支
援
の
程
度
が
ど
の

く
ら
い
で
あ
る
か
を
審
査
し
、
別

表
の
要
介
護
状
態
区
分
の
い
ず
れ

に
当
た
る
か
判
定
し
ま
す
。

③
結
果
通
知

　
原
則
と
し
て
、
申
請
か
ら
30
日

以
内
に
市
か
ら
認
定
結
果
通
知
書

と
認
定
の
結
果
が
記
載
さ
れ
た
保

険
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
者
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
30
日
以
内
に
発
送
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
内
容
を
決
め
た
計

画
書
の
こ
と
で
す
。
要
介
護
１
～

５
と
認
定
さ
れ
た
方
は
指
定
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
一
覧
の
中
か
ら

事
業
者
を
選
択
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
一

覧
表
は
、
申
請
時
に
長
寿
介
護
課

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
要
支

援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、

担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
後
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
利
用
の
契
約

を
行
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
は
、
原
則

と
し
て
費
用
の
１
割
を
利
用
者
が

負
担
し
ま
す
（
一
定
所
得
以
上
の

方
の
自
己
負
担
は
２
割
で
す
）。

※
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
１
カ

月
に
利
用
で
き
る
金
額
に
上
限
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を

超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
分

は
、
利
用
者
が
全
額
負
担
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料

　
介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

る
「
介
護
保
険
料
」
と
、
国
・
県

・
市
が
負
担
す
る
「
公
費
」
を
財

源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
割
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。 　

そ
れ
ぞ
れ
が
負
担
し
あ
い
、
社

会
全
体
で
制
度
を
支
え
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
料
の
個
別
通

知
書
は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
。

●
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

の
算
定
の
方
法

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か

な
え
る
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
「
基

準
額
」
を
も
と
に
決
ま
り
ま
す
。

基
準
額
の
算
出
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
「
基
準
額
」
を

も
と
に
、
本
人
と
世
帯
の
住
民
税

の
課
税
状
況
や
所
得
に
応
じ
た
負

担
に
な
る
よ
う
に
、
10
段
階
に
分

け
て
設
定
し
て
い
ま
す
（
下
表
参

照
）。

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
の
保

険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
算
定
方
式
を
基
本
と
し
て
決

め
ら
れ
ま
す
。

申
請
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス 

利
用
ま
で
の
流
れ

　
介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で

支
え
る
社
会
保
険
制
度
で
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
３

あなたの保険料段階を確認しておきましょう

生活保護を
受給している

あなたに住民税が
課税されている

老齢福祉年金を
受給している

同じ世帯に住民税
を課税されている
方がいる

前年の合計所得金額
＋課税年金収入額が
80万円以下

前年の合計所得金額
＋課税年金収入額が
120万円以下

前年の合計所得金額
＋課税年金収入額が
80万円以下

前年の
合計所得金額は？

120万円未満

120万円以上190万円未満

190万円以上290万円未満

290万円以上400万円未満

400万円以上

●老齢福祉年金とは…
　明治44年4月1日以前
に生まれた方などで、一
定の所得がない方や、他
の年金を受給できない方
に支給される年金です。

　収入金額から必要経費
に相当する金額（収入の
種類により計算方法が異
なります）を控除した金
額のことで、扶養控除や
医療費控除などの所得控
除をする前の金額です。

●合計所得金額とは…

　国民年金・厚生年金・共
済年金などの課税対象と
なる種類の年金収入額の
ことです。なお、障害年
金・遺族年金・老齢福祉年
金などは含まれません。

●課税年金収入額とは…

はい

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

スタート！
〈介護保険料早見表〉

× ÷ ＝

〈基準額の決まり方〉

八潮市で
必要な

介護サービス
の総費用

65歳以上
の方の負担分
22パーセント

八潮市に住む
65歳以上
の方の人数

八潮市の
保険料の
基準額
57,300円
（年額）

40～64歳の
方の保険料

介護保険の財源
（利用者負担は除く）

公
費50％

保
険
料

22％

28％

この分を
65歳以上の
皆さんで
負担します

所得段階 対象者 年額保険料

第 １段階

●生活保護を受給している方
●世帯全員が住民税非課税で、本人が老齢福祉年金を
受給している方

●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下の方

25,700円
（基準額×0．４５）

第 ２段階 ●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円超１２0万円以下の方
37,200円

（基準額×0．６５）

第 ３段階 ●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が１２0万円を超える方
42,900円

（基準額×0．７５）

第 ４段階
●世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住
民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円以下の方

51,500円
（基準額×0．９0）

第 ５段階
●世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住
民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円を超える方

57,300円
（基準額）

第 ６段階 ●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２0万円未満の方
68,700円

（基準額×１．２0）

第 ７段階 ●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２0万円以上１９0万円未満の方
71,600円

（基準額×１．２５）

第 8段階 ●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１９0万円以上２９0万円未満の方
85,900円

（基準額×１．５0）

第 ９段階 ●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２９0万円以上４00万円未満の方
91,600円

（基準額×１．６0）

第１0段階 ●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が４00万円以上の方
100,200円
（基準額×１．７５）

別表

要
介
護
状
態
区
分

非該当
介護サービスの利用はで
きませんが、介護予防・
日常生活支援総合事業※
をご案内しています。

要支援 １ 介護予防サービスを利用
できます。要支援 ２

要介護 １

介護サービスを利用でき
ます。

要介護 ２

要介護 ３

要介護 ４

要介護 ５

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

※要支援１、２と認定された方や６５歳以上で基
本チェックリストにより生活機能の低下が見
られた方が利用できる「介護予防・生活支援
サービス事業」と６５歳以上のすべての方を対
象とした「一般介護予防事業」があります。
詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
お問い合わせください。
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

　
平
成
２８
年
度
の
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

物
総
務
人
事
課
☎
奮
２
３
０

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　
情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
持
っ

て
い
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
の

求
め
に
応
じ
て
公
開
す
る
も
の
で

す
。

　
平
成
２８
年
度
の
請
求
・
申
出
の

受
付
件
数
お
よ
び
処
理
件
数
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
２８
年
度
の
情
報
公

開
制
度
の
請
求
・
申
出
内
容
の
概

要
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

請
求
…
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法

人
そ
の
他
の
団
体
の
方
が
情
報
の

公
開
を
請
求
す
る
場
合

申
出
…
「
請
求
」
以
外
の
方
が
情

報
の
公
開
を
求
め
る
場
合
や
公
文

書
公
開
条
例
施
行
日
（
平
成
６
年

４
月
１
日
）
前
に
市
が
作
成
・
取

得
し
た
情
報
の
公
開
を
求
め
る
場

合個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、「
本

人
の
請
求
に
応
じ
て
そ
の
自
己
情

報
を
開
示
・
訂
正
・
削
除
し
、
利

用・提
供
を
停
止
す
る
こ
と
」「
市

が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
を
適

正
に
取
り
扱
う
こ
と
」
を
定
め
た

制
度
で
す
。

　
平
成
２８
年
度
の
開
示
の
受
付
件

数
お
よ
び
処
理
件
数
は
、
表
３
の

と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
２８
年
度
の
個
人
情

報
の
開
示
請
求
の
概
要
は
、
表
４

の
と
お
り
で
す
。

平
成
２８
年
度
の
情
報
公
開
制
度
・

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

④リズミカルヨーガ
　呼吸に意識を向け、ポーズとポーズを解いた時のリラ
ックスな状態をリズミカルに行います。

弗室内用運動靴、ヨ
ガマットまたはバス
タオル
払２５人（申込順）
沸４，０００円

腹７月１２日～９月１３日（８月２日・１６
日を除く毎週水曜日・全８回）　
午前１０時～１１時１０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の方

⑤骨盤リメイクヨガ
　骨盤を正常な位置に戻すようにアプローチし、骨盤を
中心に全身のバランス調整を行います。

弗室内用運動靴、ヨ
ガマットまたはバス
タオル
払２５人（申込順）
沸４，０００円

腹７月１４日～９月１５日（８月１１日・
１８日を除く毎週金曜日・全８回）　
午前９時３０分～１０時３０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の方

⑨かけっこ（低学年・高学年）
　なわとびや、本格的な陸上競技練習で利用するラダ
ーなどを使い、走り方のコツをつかみます。
※「走ることが苦手」な児童向け

覆市内在住・在学
の小学生
弗室内用運動靴
払各１５人（申込順）
沸２，０００円

腹７月２２日～８月２６日（８月５日・１２
日を除く毎週土曜日・全４回）
低学年＝午前９時～９時５０分
高学年＝午前１０時～１０時５０分
複文化スポーツセンター

⑧幼児体操
　跳び箱やマット、ボールなどの器具を使い、「調整力」を
発達させるための動き作りの基礎となる体操を行います。

覆平成２９年４月１日現
在で４歳と５歳の幼児
弗室内用運動靴
払２０人（申込順）
沸３，０００円

腹７月２２日～９月２３日（８月５・１２
日、９月２日・９日を除く毎週土
曜日・全６回）　午前１０時３０分
～１１時３０分
複文化スポーツセンター

⑥ピラティス
　身体の「正しい姿勢」を整えるため、無意識に動かし
ている「クセ」を修正し、関節可動域を広げる動きづく
りなどを行います。

弗室内用運動靴、ヨ
ガマットまたはバス
タオル
払２５人（申込順）
沸４，０００円

腹７月１４日～９月１５日（８月１１日・
１８日を除く毎週金曜日・全８回）　
午前１０時４５分～１１時４５分　
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の方

⑦親子バドミントン
　初心者を対象とし、ラケットの持ち方などバドミン
トンの基礎から学びます。ヨネックスのトップ選手に
よる、直接指導の回も予定しています。

弗室内用運動靴、
ラケット
払２０組（親子２人１
組、申込順）
沸２，０００円

腹７月１５日～８月５日（毎週土曜日
・全４回）　午後７時～８時３０分
複エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の保護者と小
学生

※①～⑥の教室で定員に空きがあるときは、１教室１回に限り、５００円で体験することができます。
―共通―
仏参加申込書（文化スポーツセンター、エイトアリーナまたは市ホームページで入手）に参加費を添えて、６月１５日
から３０日までに、文化スポーツセンター（☎９９６－５１２６、受付＝午前９時～午後５時）へ

①初心者向けズンバ
　ラテンのリズムにあわせて簡単なステップのズンバ
を行います。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払２５人（申込順）
沸４,０００円

腹７月１１日～９月１２日（８月８日・１５
日を除く毎週火曜日・全８回）　
午前９時３０分～１０時３０分
複エイトアリーナ

②健康ダンベル
　簡単な道具を用いて軽い筋力トレーニングと有酸素
運動を行います。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払２５人（申込順）
沸４，０００円

腹７月１１日～９月１２日（８月８日・１５
日を除く毎週火曜日・全８回）　
午前１０時４５分～１１時４５分
複エイトアリーナ

③キックパンチエクササイズ
　リズムにあわせて体を動かす有酸素運動とボクシ
ング運動を組み合わせた全身運動を行います。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払２５人（申込順）
沸４，０００円

腹７月１１日～９月１２日（８月８日・１５
日を除く毎週火曜日・全８回）　
午後７時～８時　
複エイトアリーナ

平成29年度

夏のスポーツ教室

表 １　請求・申出の受付件数および処理件数
区　分 受付件数 処理件数 公開決定 非公開決定 取り下げなど公　　開 部分公開
請　求 ４１件 ３８件 １８件 １７件 ３ 件 ３ 件
申　出 ６ 件 ６ 件 ３ 件 ３ 件 ０ 件 ０ 件
合　計 ４７件 ４４件 ２１件 ２０件 ３ 件 ３ 件

表 ２　情報公開制度の請求・申出内容の概要
件　　　　　　　　　　名 区分 決定内容

八潮市全域における平成２８年 １ 月 １ 日現在の土地・家屋の現況図で、地番
図・家屋図等のデータ 申出 公　　開

鶴ケ曽根○○○番地における開発申請図書一式 申出 部分公開
平成２７年度における中学生海外派遣事業の概要、総費用額等 請求 公　　開
平成２７年度における長田義弘教育基金の運用実績詳細 請求 公　　開
八潮市における預金残高および借入金残高 請求 公　　開
国登録文化財申請（予定）物件調査報告書

請求 公　　開
潮止揚水機場建屋緊急調査報告
調整池築造（伊草西児童公園）工事等に係る金入り設計書一式 請求 公　　開
平成２６年 ７ 月２３日付け八潮資指令第 １ 号の決定書 請求 部分公開
平成２７年度および平成２８年度の上水道資材単価表 請求 部分公開
第 ２ 期八潮市地域福祉計画策定業務委託選考結果 請求 部分公開
平成２７年度中の市道路線の認定に係る議案 申出 公　　開
住宅改修資金補助金を使用して工事された業者名（過去 ３ 年間） 申出 公　　開
平成２８年 ２ 月２５日八潮市直売所連絡協議会、八潮市青耕会、八潮市園芸協
会、八潮市地産地消拡大支援協議会からの意見書 請求 部分公開

市内に存在する居抜き物件の空き情報 請求 非 公 開
平成１２年 ４ 月 １日潮止土地改良区が解散し八潮市へ事務移管された際の資料 請求 部分公開
近隣公園等管理業務委託（その ３ ）等に係る金入り設計書 請求 公　　開
流域関連公共下水道事業２８－ ５ 処理分区枝線管渠築造その ６ 工事に係る金
入り工事仕様書 請求 公　　開

平成２７年１０月１５日農政課長等の出張に関する文書
請求 部分公開平成２８年 ８ 月 ４ 日潮止揚水機場に関する庁議内容

平成２７年 ９ 月２５日ほか上二丁目町会への説明資料等
八潮市史跡保存会会長から前市長及び市長に提出された要望書（平成２４年
１２月 ７ 日および平成２５年１１月 ６ 日） 請求 公　　開

「学習塾との連携事業」の選考過程に関する資料 請求 部分公開
潮止揚水機場建屋撤去工事設計仕様書 請求 公　　開
産業考古学会からの潮止揚水機場の保存要望書

請求 部分公開
日本建築学会関東支部埼玉支所の文書
建設リサイクル法届出台帳（解体届） 申出 部分公開
街区公園管理業務委託（その ２ ）等金入り設計書 請求 部分公開
建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律に基づく届出書（緑町解体
工事受付第６３号） 請求 部分公開

※同種のものは、まとめています。

表 ３　開示受付件数および処理件数
区　　分 受付件数 処理件数 開　　示 部分開示 不開示
開示請求 １５件 １５件 ４ 件 １１件 ０ 件

※訂正・利用停止請求および請求の取り下げなどはありません。

表 ４　開示請求のあった個人情報の概要
件　　　　　　　　　　名 決定内容

判定書 開　　示
主治医意見書 部分開示
身体障害者診断書・意見書 部分開示
診療報酬明細書 開　　示
固定資産税・都市計画税の納付履歴 開　　示
本人に係る生活相談記録 部分開示
診断書 部分開示

※同種のものは、まとめています。
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平成28年度地方債を活用して改修した八条さくら堤転落防止柵

表３　市債の現在高� 平成29年 3 月31日現在
（単位：千円）

一般会計　Ａ 24,388,077 

土木債 9,449,846

特例地方債（臨時財政対策債など） 8,597,778

教育債 4,630,446

民生債 272,000

その他の市債 1,438,007

特別会計　Ｂ 26,128,396

公共下水道事業 19,489,416

大瀬古新田土地区画整理事業 818,326

西袋上馬場土地区画整理事業 1,496,782

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業 4,323,872

上水道事業会計　Ｃ 3,060,961

合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 53,577,434

表２ 特別会計および上水道事業会計の予算執行状況
 平成29年 3 月31日現在
〈特別会計〉 (単位：千円、％ )

区　　　　　分 予算現額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 11,811,899
10,597,132 89.7
10,772,183 91.2

公 共 下 水 道 事 業 3,938,034
3,166,783 80.4
3,137,861 79.7

稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理 事 業 159,237

148,244 93.1
76,447 48.0

鶴 ヶ 曽 根・ 二 丁 目
土 地 区 画 整 理 事 業 343,060

288,940 84.2
181,013 52.8

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理 事 業 415,971

407,169 97.9
290,425 69.8

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理 事 業 682,729

609,662 89.3
430,844 63.1

八潮南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理 事 業 1,772,767

1,566,886 88.4
1,223,282 69.0

介 護 保 険 4,655,865
4,371,588 93.9
3,922,123 84.2

後 期 高 齢 者 医 療 814,856
792,595 97.3
749,524 92.0

〈上水道事業会計〉 （単位：千円、％）

区　　　　　分 予算額 収入額 収入率
支出額 執行率

収 益 的 収 入 2,105,736 2,096,145 99.5
収 益 的 支 出 1,868,656 1,786,302 95.6
資 本 的 収 入 512,945 557,731 108.7
資 本 的 支 出 1,265,268 1,152,677 91.1

　
一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
お
よ
び
上
水

道
事
業
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

●
歳
入
…
主
に
市
税
、
国
か
ら
の

補
助
金・交
付
金
（
国
庫
支
出
金
）、

市
の
借
入
金
（
市
債
）
な
ど

●
歳
出
…
主
に
児
童
・
高
齢
者
・

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
へ
の
支
援

に
使
う
民
生
費
、
道
路
・
排
水
路

・
公
園
な
ど
の
整
備
に
使
う
土
木

費
な
ど

表１　一般会計の予算執行状況� 平成29年 3 月31日現在

　
市
債
は
、
長
い
年
月
利
用
す
る

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
、

一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

と
き
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
る
資
金
で
す
。

　
整
備
し
た
と
き
の
市
民
が
す
べ

て
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
分
割
し
て
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
、
後
に
利
用
す
る

市
民
も
公
平
に
負
担
す
る
し
く
み

で
す
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び

上
水
道
事
業
会
計
の
市
債
現
在
高

は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
の
主
な
市
債

　
一
般
会
計
の
市
債
は
、
土
木
債
、

特
例
地
方
債
、
教
育
債
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

土
木
債
…
道
路
・
排
水
路
の
整
備
、

区
画
整
理
事
業
、
公
園
の
整
備
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
の
出

資
金
・
貸
付
金
な
ど
の
た
め
に
借

り
入
れ
た
も
の

特
例
地
方
債
…
近
年
の
地
方
の
財

源
不
足
を
補
う
た
め
に
特
別
に
発

行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

教
育
債
…
小
中
学
校
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
な
ど
教
育
施
設
の
整

備
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
も
の

借
入
金
（
市
債
）
は
ど
の

く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
使
っ
て

い
ま
す
か
？�〈
予
算
執
行
状
況
〉

平
成
２８
年
度
下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

　
市
で
は
、
毎
年
２
回
、
税
金
な
ど
の
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
は
、
平
成
2９
年
５
月
３１
日
ま
で
の
出
納
整
理
期
間
を
経
て
決
算
額
と

な
り
ま
す
。

物
財
政
課
☎
奮
３
０
６

歳入
区　　分 説　　　明

市 税 市民税、固定資産税、都市計画税など

国庫支出金 市が行う特定の事務・事業に対して国から支
払われるお金

繰 越 金 前年度から持ち越したお金

諸 収 入 学校給食費や預貯金利子など

地方消費税
交 付 金

地方消費税のうち、八潮市分として交付され
るお金

県 支 出 金 市が行う特定の事務・事業に対して県から支
払われるお金

市 　 債 公共施設整備などのために、市が国や金融機
関から借りるお金

繰 入 金 歳入の不足額を補うため、基金（預金）から
繰入れるお金

分担金及び
負 担 金

市が行う施策に関して特定の利益を受けた人に
負担していただくお金

そ の 他 地方交付税、地方譲与税、地方特例交付金など

歳出
区　分 説　　　明

民 生 費 高齢者・障がい者・児童の福祉などに使うお金

土 木 費 道路の建設・公園の整備などに使うお金

総 務 費 住民票などの発行、庁舎の維持・管理などに
使うお金

公 債 費 市が借りた、土木債・教育債などの返済に使
うお金

教 育 費 学校の管理、図書館、資料館などに使うお金

衛 生 費 ごみの処理、保健・環境衛生、スポーツ振興
などに使うお金

消 防 費 消防力・救急力の強化に使うお金

商 工 費 商業・工業の発展などに使うお金

議 会 費 議会の運営などに使うお金

そ の 他 労働施策、農業振興、土地開発公社への補助
金などに使うお金

129億3,553万3千円
115億702万円（89.0%）

42億8,906万5千円
36億2,367万4千円（84.5%）

34億2,957万1千円
31億1,454万9千円（90.8%）

30億9,638万8千円
30億9,539万1千円（100%）

21億55万8千円
18億9,339万円（90.1%）

19億4,629万7千円
17億1,474万6千円（88.1%）

9億7,529万円
9億7,529万円（100%）

4億6,507万1千円
3億1,529万4千円（67.8%）

2億6,580万円
2億6,100万3千円（98.2%）

1億7,597万8千円
1億3,351万3千円（75.9%）

歳出 予算現額合計　296億7,955万1,000円
支出済額合計　266億3,387万円（89.7%）

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

そ の 他 （　）内の％は予算現額に対する執行率
予算現額 支出済額

歳入 予算現額合計　296億7,955万1,000円
収入済額合計　282億1,889万8,000円（95.1％）

市　　　税 154億8,510万1千円
159億7,115万8千円（103.1%）

52億1,633万5千円
46億5,862万7千円（89.3%）

16億9,956万8千円
16億9,956万9千円（100%）

16億3,307万2千円
15億9,761万2千円（97.8%）

14億5,000万円
13億6,686万円（94.3%）

14億3,725万円
11億5,486万6千円（80.4%）

10億510万円
1億8,870万円（18.8%）

5億1,680万4千円
5億1,180万6千円（99%）

4億4,535万8千円
3億1,625万円（71%）

7億9,096万3千円
7億5,345万円（95.3%）

77億5,360万6千円

60億969万8千円

12億9,912万3千円

7億9,456万2千円

1億1,416万9千円

固定資産税
市民税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税

市税の内訳（収入済額）

（　）内の％は予算現額に対する収入率

繰　越　金

国庫支出金

諸　収　入

地方消費税
交　付　金

県 支 出 金

市　　　債

繰　入　金

分担金及び
負　担　金

そ　の　他

予算現額 収入済額
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内
八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
平
成
２９
年
第
２
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
６
月
１
日
㈭
か
ら
２０
日
㈫
ま
で
開
会
し

て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　
６
月
１５
日
㈭
・
１６
日
㈮
・

１９
日
㈪

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

払
各
日
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
１
回
八
潮
市
検
診
等
に
関
す
る
専
門

部
会
の
傍
聴

腹
６
月
２０
日
㈫　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー
医
師
控
室

淵
平
成
２８
年
度
が
ん
検
診
に
お
け
る
が
ん

確
定
報
告
な
ど
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
健
康
増
進
課
☎
９９５
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
の
傍
聴

腹
７
月
５
日
㈬　
午
後
１
時
１５
分
～
２
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー
医
師
控
室

淵
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
及
び
食
育
推
進

計
画
の
進
捗
状
況
・
平
成
２９
年
度
「
や
し

お
毎
日
１
万
歩
運
動
」
の
実
施
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
健
康
増
進
課
☎
９９５
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

腹
７
月
１３
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分　

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
７
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ

い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
地
震
速
報
訓
練
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
７
月
５
日
㈬　
午
前
１０
時
１５
分
ご
ろ

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
ち
ら

は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
た
だ
今
か
ら
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
▼
緊
急
地
震
速
報
チ

ャ
イ
ム
音
▼
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で

す
。
大
地
震
で
す
▼
こ
れ
は
、
訓
練
放
送

で
す
（
３
回
）
▼
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し

お
で
す
▼
こ
れ
で
、
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
に
よ
り
、
試
験
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
・

す
え
ひ
ろ
荘
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館

　
施
設
内
の
整
備
を
行
う
た
め
、
休
館
し

ま
す
。

腹
７
月
８
日
㈯

物
寿
楽
荘
☎
９９５
・
２
８
４
７
、
す
え
ひ
ろ

荘
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
９３６
・
９

１
８
１

新
庁
舎
建
設
に
係
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
庁
舎
を
建
替
え
に
よ
り
耐
震

化
を
図
る
と
し
た
「
八
潮
市
庁
舎
耐
震
化

方
針
」
を
定
め
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聴
き
し
ま
す
。
調
査
の
対
象
に
な

っ
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

腹
６
月
１２
日
㈪
～
２８
日
㈬

覆
３
０
０
０
人
（
市
内
在
住
の
１８
歳
以
上

の
方
か
ら
無
作
為
抽
出
）

淵
郵
送
に
よ
る
調
査

物
財
政
課
☎
焚
８
４
５

不
妊
検
査
費
助
成
事
業

　
夫
婦
そ
ろ
っ
て
受
け
た
不
妊
検
査
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
申
請
時

に
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

双
方
ま
た
は
一
方
が
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
▼
不
妊
検
査
開
始
時
に
妻
の
年
齢

が
４３
歳
未
満
の
夫
婦

対
象
と
な
る
不
妊
検
査　
▼
指
定
医
療
機

関
（
都
道
府
県
な
ど
の
長
が
指
定
す
る
特

定
不
妊
治
療
を
実
施
す
る
医
療
機
関
）
の

医
師
が
、
不
妊
症
の
診
断
の
た
め
に
必
要

と
認
め
た
一
連
の
検
査
※
指
定
医
療
機
関

と
連
携
し
た
医
療
機
関（
泌
尿
器
科
）が
実

施
し
た
検
査
も
可
※
医
療
保
険
適
用
・
適

用
外
を
問
わ
な
い
▼
夫
婦
と
も
に
受
け
た

不
妊
検
査
で
、
そ
の
期
間
の
終
期
が
助
成

す
る
年
度
で
あ
る
検
査
▼
検
査
開
始
か
ら

終
了
ま
で
６
カ
月
以
内
に
実
施
し
た
検
査

助
成
金
額　
上
限
額
２
万
円
（
１
０
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）
、夫
婦
１
組
に
つ
き

１
回
ま
で

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
た
場
合
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
、
市

の
職
員
に
よ
る
「
家
屋
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
調
査
は
、
家
屋
の
内
部
（
間

取
り
・
設
備
な
ど
）
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、

取
り
壊
し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

物
資
産
税
課
☎
焚
３
０
２

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

申
請
受
付
中

腹
７
月
３１
日
㈪
ま
で

覆
平
成
２８
年
度
分
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
（
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
方
を
除
く
）

※
未
申
請
の
方
に
は
、
６
月
１５
日
以
降
に

申
請
書
を
再
送
付
し
ま
す
の
で
必
ず
期
間

内
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
八
潮
市
給
付
金
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

錆
０
１
２
０
・
８４０
・
９２０
（
受
付
＝
午
前
９

時
～
午
後
５
時
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
ま
た
は
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
１
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

―
７
月
１
日
～
３１
日
―

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

物
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課
☎

０４８
・
８６１
・
８
２
８
７

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
啓
発
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

腹
７
月
８
日
㈯　
午
後
３
時
３０
分
～
５
時

複
八
潮
駅
北
口
周
辺

淵
大
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
演
奏
、
啓
発
資
料
配

布
な
ど

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
２
２

草
加
都
市
計
画
事
業
大
瀬
古

新
田
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

腹
６
月
２０
日
㈫
～
７
月
３
日
㈪
（
土
・
日

曜
日
を
含
む
）

複
区
画
整
理
課

淵
大
瀬
古
新
田
地
区
の
事
業
計
画
変
更
の

縦
覧

意
見
書
の
提
出

　
意
見
の
あ
る
方
は
、
７
月
１８
日
（
郵
送

の
場
合
は
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
埼
玉
県

知
事
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

覆
利
害
関
係
の
あ
る
方

物
区
画
整
理
課
☎
焚
４
６
２

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

腹
６
月
２３
日
㈮
～
７
月
７
日
㈮
※
八
條
図

書
館
は
午
前
９
時
～
午
後
７
時

複
都
市
計
画
課
、
八
條
図
書
館
、
県
環
境

政
策
課
お
よ
び
県
越
谷
環
境
管
理
事
務
所

な
ど
（
吉
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
）

物
吉
川
市
吉
川
美
南
駅
周
辺
地
域
整
備
課

☎
９８２
・
９
４
２
５

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
を
開
設

　
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
維
持
や
介
護
予

防
の
た
め
、
市
内
の
空
き
家
等
を
活
用
し

た
地
域
で
の
交
流
（
ふ
れ
あ
い
）
の
場
と

し
て
開
設
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
た
ん
ぽ
ぽ
カ
フ
ェ

腹
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
～
３
時
、
毎

週
木
曜
日　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

複
八
條
２
８
３
５
―
１５

●
カ
フ
ェ
し
お
ど
め

腹
毎
週
月
・
水
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

複
伊
勢
野
２５7
（（
公
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
内
）

―
共
通
―

沸
１００
円

※
事
前
申
込
不
要
、
祝
日
は
お
休
み

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・
ド
ッ
ク

腹
６
月
２６
日
㈪　
午
前
９
時
～

複
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
）

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
普
通
免
許
を

所
持
し
て
い
る
方

淵
教
習
指
導
員
に
よ
る
自
動
車
運
転
の
安

全
度
チ
ェ
ッ
ク
、
安
全
運
転
の
ア
ド
バ
イ

ス払
４０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
６
月
２１
日
ま
で
に
、
草
加
警
察
署
交
通

課
（
☎
９４３
・
０
１
１
０
）
へ

案
内
案
内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

　市内に本店などのある施工業者を利用し、お住まいの住宅改修工事を
する市民の皆さんに、その費用の一部を補助する制度です。

対象住宅 �
　申込資格を満たしている方が所有し居住している個人住宅で、市内に
ある住宅。なお、集合住宅は個人の専用部分とします。
補助金額 �
　１０万円（税別）以上の工事で、工事額の３０パーセント（１,０００円未満
切り捨て）※上限額１０万円、予算枠に達し次第締め切り
対象工事 �
▼市内に本店などを有する施工業者が行う、１０万円（税別）以上のリフ
ォーム工事
▼補助金の交付が決定されてから着工し、平成３０年３月１６日までに完了
する工事
※すでに改修工事を着工している方や、改修工事が完了している方は対
象外
▼建物の内外装の改修および修繕、建物の増改築など
※平成２９年度から外構工事も対象となります（門扉、塀、外灯などの設
置および改修）
申込資格 �
　次のすべてに該当する方
▼申込日現在、市内に１年以上住民登録している方
▼申込日現在、市税の滞納のない方
▼対象工事が、市で実施している同様の補助制度を受けていない方
▼過去に同じ住宅で、この補助金を受けていない方
※平成２８年度までに一度でもこの補助金を利用した方は、利用できません
申込方法 �
　６月２７日から１２月２８日までに、所定の申請用紙（商工観光課または市
ホームページで入手）などを商工観光課窓口へ（郵送不可）、６月２７日・
２８日は市役所第２会議室で受付
※本人または同居の親族以外の方が申請書を提出するときは、本人の委
任状が必要です。
※案内チラシは、商工観光課の窓口で配布しています。

八潮市住宅改修資金補助金

物商工観光課☎奮４７９
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